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(54)【発明の名称】 フード付き内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】先端フード内に開口する吸引口から吸引をして
も体内粘膜が先端フード内に吸引されず、安定して観察
視野を確保することができるフード付き内視鏡の先端部
を提供すること。
【解決手段】先端部本体２の先端面２ａと先端フード３
とで囲まれる空間と先端フード３の後端とを連通させる
通気溝８を形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】先端面に観察窓と吸引口とが配置された先
端部本体の外周部から前方に筒状に突出する状態に先端
フードが取り付けられたフード付き内視鏡の先端部にお
いて、
上記先端部本体の先端面と上記先端フードとで囲まれる
空間と上記先端フードの後端とを連通させる通気溝を形
成したことを特徴とするフード付き内視鏡の先端部。
【請求項２】上記通気溝が上記先端フードの内周面に形
成されている請求項１記載のフード付き内視鏡の先端
部。
【請求項３】上記先端部本体の外周面側には、上記先端
部本体の先端面と上記先端フードとで囲まれる空間と上
記先端フードの後端部とを連通させる通気溝が形成され
ていない請求項２記載のフード付き内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明はフード付き内視鏡
の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】前方視型や前方斜視型の内視鏡において
は、体内における被写体である粘膜面と観察窓との間の
距離を確保するため、先端部本体の外周部から前方に筒
状に突出する状態に先端フードが取り付けられたものが
少なくない。
【０００３】そして、先端フード内に粘液その他の液体
が溜まると観察窓からの視野が遮られて観察不能になっ
てしまうので、先端フードで囲まれる先端部本体の先端
面に観察窓と共に吸引口を配置して、先端フード内に溜
まった液体を吸引排出できるようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
先端フード内に開口する吸引口から吸引を行うと、先端
フードの先端に密着又は近接している体内粘膜が先端フ
ード内に吸い込まれ、そのために観察不能になってしま
う場合がある。
【０００５】先端フード内からの排水等を目的として先
端フードの側面に孔が形成されたものもあるが、そのよ
うなものでは、先端フードの先端と側面の孔の双方から
体内粘膜が吸い込まれてしまう場合がある。
【０００６】そこで本発明は、先端フード内に開口する
吸引口から吸引をしても体内粘膜が先端フード内に吸引
されず、安定して観察視野を確保することができるフー
ド付き内視鏡の先端部を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明のフード付き内視鏡の先端部は、先端面に観
察窓と吸引口とが配置された先端部本体の外周部から前
方に筒状に突出する状態に先端フードが取り付けられた
フード付き内視鏡の先端部において、先端部本体の先端
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面と先端フードとで囲まれる空間と先端フードの後端と
を連通させる通気溝を形成したものである。
【０００８】なお、通気溝が先端フードの内周面に形成
され、先端部本体の外周面側には、先端部本体の先端面
と先端フードとで囲まれる空間と先端フードの後端部と
を連通させる通気溝の類が形成されていなければ、先端
部本体の内部構造等が全く制約を受けない。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は内視鏡の全体構成を示しており、可撓
管状の挿入部１の先端に配置された先端部本体２には、
筒状の先端フード３が着脱自在に取り付けられている。
【００１０】そして、挿入部１の基端に連結された操作
部４には、図示されていない吸引チューブが接続される
吸引チューブ接続口金５や、吸引操作を行うための吸引
操作弁６等が配置されている。
【００１１】図１は挿入部１の先端部分を示しており、
先端部本体２の先端面２ａに観察窓１１と吸引口１２と
が並んで配置され、図示されていない照明窓等もそれら
と並んで配置されている。
【００１２】先端部本体２の観察窓１１の内側には対物
光学系１３が配置され、その対物光学系１３による被写
体の投影位置に固体撮像素子１４の撮像面が配置されて
いる。１５は、撮像信号等を伝送するための信号ケーブ
ルである。
【００１３】吸引口１２に連通する吸引チューブ（兼処
置具挿通チャンネル）１６は、挿入部１内の全長にわた
って挿通配置されて、その基端が操作部４の吸引操作弁
６に接続されている。
【００１４】先端フード３は、透明な硬質プラスチック
材によって円筒状に形成されていて、その後半部の内周
面に形成された雌ネジ部が先端部本体２の外周面に形成
された雄ネジ部と螺合している。９がその螺合部であ
る。
【００１５】したがって、図１に示される使用状態にお
いては螺合部９において先端フード３が先端部本体２に
取り付けられ、使用後には、先端フード３を軸線回りに
回転させて螺合部９における螺合を解くことにより、先
端フード３を先端部本体２から取り外すことができる。
【００１６】先端フード３の内周面の後半部分には、例
えばII－II断面を図示する図２に示されるような円弧状
の断面形状の通気溝８が、先端部本体２の先端面２ａと
先端フード３の内面とで囲まれる部分に先側が開口し、
先端フード３の後端に後側が開口するように形成されて
いる。
【００１７】このように構成されたフード付き内視鏡の
先端部においては、先端フード３内に粘液その他の液体
が溜まって観察窓１１からの観察に支障が発生した場合
に、その液体を吸引口１２からの吸引により排出させる
ことができる。
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【００１８】そして、先端フード３の後端部分は体内粘
膜等によって塞がれないので、先端フード３の先端開口
に体内粘膜が接近しているような状態であっても、先端
フード３の後端に開口する通気溝８を経由して吸引口１
２に空気が吸い込まれ、先端フード３の先端に体内粘膜
が吸い付けられる状態になることなく、常に良好な観察
視野を確保することができる。
【００１９】なお、通気溝８は先端フード３の内周面に
のみ形成されていて、先端部本体２の外周面側には通気
溝８の類は全く形成されていない。したがって、通気溝
８は先端部本体２内の構造に全く制約を及ぼさず、先端
フード３をモールド成形することにより、ほとんどコス
ト増ゼロで通気溝８を形成することができる。
【００２０】
【発明の効果】本発明によれば、先端部本体の先端面と
先端フードとで囲まれる空間と先端フードの後端とを連
通させる通気溝を形成したことにより、先端フード内に
開口する吸引口から吸引をしても体内粘膜が先端フード
内に吸引されず、安定して観察視野を確保することがで
きる。 *
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*【００２１】そして、通気溝を先端フードの内周面に形
成して、先端部本体の外周面側には通気溝の類を形成し
ないように構成することにより、先端部本体内の構造は
何ら制約を受けない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のフード付き内視鏡の先端部の
側面断面図である。
【図２】本発明の実施例のフード付き内視鏡の先端部の
図１におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の実施例のフード付き内視鏡の先端部の
全体構成を示す外観図である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  先端部本体
２ａ  先端面
３  先端フード
８  通気溝
１１  観察窓
１２  吸引口

【図１】 【図２】 【図３】
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